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＊本レポートは、人とくるまのテクノロジー展（横浜）のONELINE STAGE-1の
レポートです。レポートは、第１部：加飾、第２部：自動車内外装、第３部：素材
などからなります。

＊今回は、第２部：自動車内外装などのみの報告です。
＊資料には、一部、他の情報源から得た図表を追加し、内容を補完しています。
＊第１部は、報告済。第３部は追って掲載いたします。

下記の内容となっています。
１．出展内容一覧表

内装関係延べ１２会社の１６アイテム、外装関係13社２６アイテム
P５ 、６

２．自動車内装、内装関連 P７～３６

３．自動車外装、内装関連 P３７～５７

４．自動車 P５８～６４
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加飾テクノリサーチ

第２部：自動車内外装のレポート内容
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参考：資料には、一部、別途入手の資料が含まれています。



１．展示内訳は、内装および内装関係：１２社、外装および外装関係：７社、
その他：６社の展示を調査した。

２．全体では、「電動化、植物由来材料の利用、軽量化などによるCO2排出削減、
および、水平リサイクル・ケミカルリサイクル」などで『カーボンニュートラルを
実現する』を意識した展示となっています。
また、光・電磁波透過、照明およびCMF（Color/Material/Finish）による高品質化、
加飾、さらに、自動運転対応も重要な目標となっています。

３．コックピト（インパネ）が、４社から示され、日本プラストは、視覚／触覚／聴覚
組合せ、ダイキョーニシカワが光透過（映像投影）、東海理化が自動運転
レベル３、EVを想定のコックピトを示し、コンチネンタルは２０２６モデルを示した。

４．その他、日本プラストが次世代ステアリングコンセプト（N-CON）等、DNPが次世
代加飾パネル、クラレがディスプレイデザイン、三菱ケミカルが高機能カバーレン
ズ、トヨタ紡織が、発泡ボードケナフによるドアトリムを示した。

５．内装関連で、森六グループやトヨタ車体、日本プラストが植物由来コンパウンドの
展開、カネカが反射防止フィｆｙムを示した。

加飾テクノリサーチ

自動車内外装関係（第２部）展示概要ー１
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６．外装では、コベストロジャパンがガラスのような外観とダイナミックな照明との組合
せ、DNPがレンズ調フィルム貼合成形のEV用、森六グループが多層成形と照明
の融合、ダイキョニシカワが原着PC成形＋HSと、それぞれに特徴のあるフロント
グリル、パネルを示した。

７．さらに、コベストロジャパンがモノマテリアル・ヘッドランプコンセプトを示し、ダイ
キョーニシカワがGFRTP成形のGFRTP成形のテールゲートモジュール、バンパー
ミリ波レーダーコンセプト、CNFスポイラーを示した。

８．また、帝人がハイブリッド複合材によるテールゲートインナー、PC/PET系GFRTP
による外装大型成形品、DNPが『遮光』⇔『透過』を電気的に制御する調光フィルム
電子シェードを示した。その他の部品も展示された。

９．外装関連で、リケンテクノスがウインドウフィルムを展示した。

１０．旭化成の3代目のコンセプトモデル“AKXY2”が横浜展示会でデビューした。

１１．自動車メーカーのオンラインブースは、オンラインでは詳細な説明がなく、展示
コンセプトなどのみ掲載。

加飾テクノリサーチ

自動車内外装関係（第２部）展示概要ー２
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分類 会社名 対象製品、樹脂、技術など 内容概要
自動車内装、 日本プラスト 次世代コックピット 視覚／触覚／聴覚組合せ等
内装関連 N-CON（Next  generation Steeringconcept) スタイル/機能両立

CNF/CMF利用製品 CNF/CMF複合材料の開発、利用
Slim Outlet FIN剛性アップ、薄型スペーサー、新構造SHUT VALVEでスリム化
スマートサーフェス ノイズレス空間＆直観操作を実現するインターフェース

ダイキョーニシカワ 次世代インテリアコンセプトモデル 光透過（映像投影）インストルメントパネル
コンチネンタルオートモティブ コックピットコンセプト2026 コンセプト　（具体的な記載なし）
東海理化 インテリジェントコクピット 自動運転レベル3、EVを想定したコクピット
大日本印刷 次世代加飾パネル 加飾柄の影響を受けず鮮明に柄再現
クラレ 車載ディスプレイのデザイン パラペット®〉SPグレード（耐熱アクリル樹脂を使用）
三菱ケミカル 高機能カバーレンズ 表面に映り込み防止等のフィルムインサート成形
森六グループ コンパウンド技術からのアプローチ 素材と技術の多角的なアプローチで環境材の実用化
トヨタ紡織 ケナフボード ケナフ複合材料をマイクロカプセルを用いて発泡
旭化成 グレージング用HC剤 プラズマCVD無しでフロントガラス規格対応の耐摩耗性を達成できる水系塗料。

カネカ SUNDUREN®反射防止フィルム 成形性と表面機能（反射防止性能等）の両立
トヨタ車体 植物材料TABWDへの代替え 軽量化、CO2削減

人とくるまのテクノロジー展２０２２（横浜、オンライン）
自動車内装・外装のみー１

加飾テクノリサーチ



分類 会社名 対象製品、樹脂、技術など 内容概要
自動車外装 コベストロジャパン モノマテリアル・ヘッドランプコンセプト 重量、スペースおよびコストを低減
外装関連 機能付きフロントグリル ガラスのような外観とダイナミックな照明との組合せ

大日本印刷 EV用フロントパネル レンズ調フィルム貼合成形
調光フィルム電子シェード 『遮光』⇔『透過』を電気的に制御可能なGHLC方式の調光フィルム電子シェード

森六グループ 多彩なデザインのフロントグリル 多層成形と照明の融合による多彩なデザインのフロントグリル
フロントグルル部の開口部 多層成形と照明の融合による多彩なデザイン

ダイキョーニシカワ バンパーミリ波レーダーコンセプト レーダー性能、デザイン自由度の向上
テールゲートモジュール GFRTP成形品 塗装あり？
バイオPCフロントグリル 原着PC成形＋HS（ホットスタンプ）
CNFスポイラー 自動車走行時のCO2排出量削減に貢献
水冷カバー 複雑化する冷却経路に対応するため、樹脂製の冷却水パイプを開発
バッテリカバー アルミ箔とSMCを同時成形して、電磁波シールド性と耐熱／耐接炎性

帝人 クラスA　外装部品 SMC高外観パネル
ハイブリッド複合材による軽量部品 LFTとEngineerdｴd Iso-Matによるテールゲートインナー
CFRTP大型部品 PC/PET系樹脂外装大型成形品

RAPIIT 複合材料部品 熱可塑圧縮成形による樹脂ホイール、GFRTP製自動車シート部品
リケンテクノス ウインドウフィルム 自動車ウインドウ用遮熱‧抗ウイルス抗菌フィルム

自動車 トヨタ 展示コンセプト、内容等 幸せの量産に向けて 2022年トヨタブース等、「新型MIRAI」
メーカー 日産 展示コンセプト、内容等 ニッサン インテリジェント インテグレーション等、「サクラ」

ホンダ 展示コンセプト、内容等 安全・安心ネットワーク技術等
マツダ 展示コンセプト、内容等 2050年カーボンニュートラル化への挑戦等
スバル 展示コンセプト、内容等 BEV専用プラットフォームをトヨタと共同開発
旭化成 展示コンセプト、内容等 新コンセプトカー 「AKXY2」

人とくるまのテクノロジー展２０２２（横浜、オンライン）
自動車内装・外装のみー２

加飾テクノリサーチ



自動車内装部品
および関連部品
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加飾テクノリサーチ



日本プラストー５
次世代コックピット（視覚／触覚／聴覚の組み合わせ）

加飾テクノリサーチ

＊加飾において、視覚以外に、触覚の組み合わせが求められ、さらに聴覚、臭
覚との組み合わせ例が示されている。（筆者注）



日本プラストー６
次世代コックピット（視覚／触覚／聴覚の組み合わせ）ー２

加飾テクノリサーチ



日本プラストー７
次世代コックピット（視覚／触覚／聴覚の組み合わせ）ー３

加飾テクノリサーチ



日本プラストー８
N-CON（Next generation Steering concept)

加飾テクノリサーチ



日本プラストー９
N-CON（Next generation Steering concept)ー２

加飾テクノリサーチ



日本プラストー１０
CNF/CMF

加飾テクノリサーチ

＊CNFは、優れたファイバーであるが、必ずしもナノである必要がなく、適材適
所でミクロが利用されている。（筆者注）



日本プラストー１１
CNF/CMFー２

加飾テクノリサーチ



日本プラストー１３
CNF/CMFー３

加飾テクノリサーチ



日本プラストー１２
Slim Outlet

加飾テクノリサーチ



日本プラストー１４
スマートサーフェス

加飾テクノリサーチ



ダイキョーニカワー２

次世代インテリアコンセプトモデル

光透過（映像投影）インストルメントパネル（スラッシュ）

加飾テクノリサーチ



サステナブル素材が持つ特徴を理解し、それらが最も生きるような質感の
イメージを描く

ダイキョーニカワー３
次世代インテリアコンセプトモデルー２

加飾テクノリサーチ



コックピットコンセプト2026

コンチネンタルオートモーティブー１

オンラインでは、具体的な説明はなかったが、他情報で、次頁の通り、各
種の次世代加飾デイスプレイを発表している。

加飾テクノリサーチ
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・左右眼の視差を利用し、左眼用画像/右眼用画像を
見せて立体感を得る

・ドライバーの頭部位置を検出して、表示を自動調整

コンチネンタルの「パララックス・バリ
ア」方式３Dディスプレイ

「回折光フィールドバックライト
（DLB）」方式ディスプレー

・ディスプレーパネルの下に回折格子とナノ構
造を備えた光導波路で、光を屈曲させることで
ナチュラルな3D効果
・頭部位置の検出不要で、すべての乗員が３D
画像を見ら れる

加飾テクノリサーチ
コンチネンタルの次世代加飾デイスプレイ

参考



インテリジェントコクピット

このコクピットは東海理化が考える自動運転レベル3、EVを想定し、人が車を操
作する時代から“人を捉え意思を読み取り人に応える”をコンセプトとした、先進
技術で安心・安全に貢献する“インテリジェントコクピット“です。人の接近を検
知し自動でドアが開く電動スイングドアシステムや人の手の動きを検知して自動
で近づく電動ディスプレイシステム等、2027年を見据えた新たな価値をコクピッ
トとして提案。

東海理化ー１
加飾テクノリサーチ



インテリジェントコクピットー２
東海理化ー２ 加飾テクノリサーチ



次世代加飾パネル
次世代加飾パネルの技術的ポイントは、加飾柄の影響を受けることなく鮮明に
かつ色再現良く光を透過すること。
次世代加飾パネルは混色、柄被りすることなく鮮明で色再現の良く光を透過す
ることができる。

大日本印刷ー６ 加飾テクノリサーチ



高機能カバーレンズ（大型カバーレンズ、モスマイトインサート成形、
ガラスアウトサート）

＊「表面に映り込み防止等機能のあるフィルム」をインサート成形することに
より、低反射で3次元形状を有するカバーレンズ。
＊また、裏面にモスアイフィルム（三菱ケミカル製モスマイト）を追加すること
により更なる低反射の提案。
＊さらに、ガラスアウトサート成形により、ガラスの質感を維持したまま裏面
に形状（ボス、リブ等）を付与。

三菱ケミカルー５ 加飾テクノリサーチ
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三菱ケミカルのモスアイ型反射防止フィルム（モスマイト）

・蛾の眼をヒントに開発した表面に百ナノ
スケールの規則的突起構造を有するフィ
ルム。
突起の垂直方向に屈折率が連続的に変化
するため、３８０～７８０nmの可視光域
で光をほとんど反射しない。

モスアイなし モスアイあり

参考 加飾テクノリサーチ



樹脂グレージング用ハードコート剤
樹脂窓に要求される耐候性、耐薬品性機能
を維持しつつ、プラズマCVD無しでフロン
トガラス規格対応の耐摩耗性を達成できる
水系塗料です。本コート剤を塗布すること
で、ガラス窓の樹脂への置き換えが可能

高い耐久性（耐候性、耐薬品性）

旭化成ー１
加飾テクノリサーチ



耐摩耗性試験

樹脂グレージング用ハードコート剤ー２
旭化成ー２ 加飾テクノリサーチ



艶光沢の実現内装部品

〈パラペット®〉SPグレードをABS樹脂に添加することで、従来の高耐熱ABS樹
脂に比べて光沢度を約40%向上*できる。

艶光沢と同時に耐熱性を向上
することが可能（＋10℃程
度）

クラレー２ 加飾テクノリサーチ



車載ディスプレイのデザイン多様性への提案（〈パラペット®〉SPグレード
（耐熱アクリル樹脂）使用）

＊デザインの多様性に対応(曲面・異形形状に対応／スモーク着色可能)。
＊フィルムインサート成形などで曲面・異形形状の意匠性の高い設計に
対応可能。
＊また、スモーク着色対応が可能で様々なデザイントレンドに対応する
ことが可能。
＊偏光サングラス使用時にも視認性を確保できる。

クラレー３ 加飾テクノリサーチ



森六グループー２

素材の選定から最適なコンパウンドの研究までをトータルで行い、森六テク
ノロジーの製品開発を強力にバックアップ

コンパウンド技術からのアプローチ

素材と技術――多角的なアプローチで環境材の実用化に挑む

＊材料の種類などは掲示
されていない

加飾テクノリサーチ



ケナフボード

CO2吸収能力に優れた一年草植物「ケナフ」を用いた自動車部品を製品化し、
カーボンニュートラルへ貢献。また、自動車の軽量化ニーズに対し、マイクロカ
プセルを用いたケナフ発泡ボードは、従来の製品より、20％の軽量化を実現
（LEXUS/LSに搭載）。現在は、ケナフボードを自動車以外のオフィス家具へも展
開し製品化していく事により、更なるCO2排出量低減に貢献していきたいと考え
ている。

トヨタ紡織ー５ 加飾テクノリサーチ



ケナフボードー２

乾式粉体含侵

軽量化

トヨタ紡織ー６ 加飾テクノリサーチ



レクサスGSに採用されたドアトリム基材
トヨタ自動車の電気自動車コンセプト
カー「ＬＱ」のドアトリム（ケナフ繊
維強化PU）

トヨタ紡織のケナフ複合材料採用例 加飾テクノリサーチ参考



植物材料で再生可能な部品

トヨタ車体ー２



植物材料TABWDへの代替え

トヨタ車体ー３ 加飾テクノリサーチ



自動車外装部品、その他
および関連部品
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加飾テクノリサーチ



レーダー性能及び、デザイン自由度の向上に加え、構成部品点数の最少化、最
軽量化、低環境負荷を目指した技術。

バンパーミリ波レーダーコンセプト

ダイキョーニシカワー４
加飾テクノリサーチ



樹脂テールゲート

この樹脂テールゲートモジュールは、
ガラス繊維で強化した熱可塑性樹脂を
採用 する事で剛性を確保するとともに
部品一体化による 部品点数削減と樹脂
化による 意匠性の向上(デザイン自由度
の向上)を併せて実現。

ダイキョーニシカワー５

塗装なしはうたっていないので、
多分塗装ありと推定

（Honda新型「CIVIC」ハッチバック採用）

加飾テクノリサーチ



バイオPCフロントグリル

従来のピアノブラック塗装部品を超え
る深みのある色合い、鏡面のような平
滑感を材料着色で再現
昨年末に発売された新型
「MAZDA CX-5」のフロントグリルに
別ピースで差し色のアクセントを採用

植物由来の原料を使用で、CO2排出量の抑制、塗装レスによるVOCの削減へ
の貢献

ダイキョーニシカワー６
加飾テクノリサーチ



EV用フロントパネル
樹脂とレンズ調デザインフィルムを組み合わせることにより、２色成形のよう
な立体的な意匠を施したフロントグリルを提供。 薄くて軽いデザインパーツで
サイズアップが可能。
EV用フロントパネルはフロントグリル部分のデザイン性向上だけでなく、電波透
過（解氷用のデフロスター）や光透過（バックリットや次世代加飾パネル）に対
応した機能性フィルムとの組合せにより、ADASに求められる課題解決にも貢献。

大日本印刷ー７ 加飾テクノリサーチ



モノマテリアル・ヘッドランプコンセプト
コベストロは、将来の自動車照明用の材料と技術に関して、ポリカーボネートの
利点をいかに機能的かつ美的に使用可能にするかを示すために、モノマテリア
ル・ヘッドランプコンセプトを先行開発。この先見的アプローチは、持続性を提
供しながら、重量、スペースおよびコストを低減することができる。

コベストロジャパンー２ 加飾テクノリサーチ



機能付きフロントグリル
Covesroのフロントグリルコンセプトは、ガラスのような外観とダイナミックな照
明との組み合わせにより、スタイリング効果と車両のコミュニケーションを実現。
成形された3Dパターンと裏面のブラックメタライゼーションにより、非常に美しい
デッドフロントの外観を実現。

コベストロジャパンー３

多彩なデザインのフロントグリル

加飾テクノリサーチ



森六グループー２

凹凸の造形や加飾フィルム、さらには照明技術との組み合わせ

多層成形と照明の融合による多彩なデザインのフロントグリル

加飾テクノリサーチ



EVではエンジンルーム内を冷却する大きな開口グリルが不要となる一方で、充電
のためのリッドを設ける必要あり。
リッド開口部の見切りを多層透明材表面の格子状の意匠に潜ませて、一
体感のあるデザインを実現。

森六グループー３
多層成形と照明の融合による多彩なデザインのフロントグリルー２

加飾テクノリサーチ



電子シェード
コンバーティング技術とシート加工技術を融合し『遮光』⇔『透過』を電気
的に制御可能なGHLC方式の調光フィルム電子シェード（開発品）

大日本印刷ー８ 加飾テクノリサーチ



電子シェードー２

大日本印刷ー９ 加飾テクノリサーチ



・セルロースナノファイバー（植物由来の繊維）を活用した、
自動車部品を開発

・ガラス繊維に対して低比重のため、部品の軽量化が可能。
自動車走行時のCO2排出量削減に貢献

・間伐材や廃材の活用、及びリサイクル性の高さにより、循
環型社会に貢献

CNFスポイラー

ダイキョーニカワー７
加飾テクノリサーチ



水冷樹脂パイプ

＊新エネルギー車（PHEV、EV、FCV）のニーズが高まることで、
熱マネージメントが必要な機器（バッテリー、モーターなど）が増
加している。複雑化する冷却経路に対応するため、樹脂製の冷却水
パイプを開発。

＊樹脂製の冷却水パイプの特徴
・錆びない、 ・形状自由度が高い、 ・重量低減
・安価（締結部・分岐パイプを一体化、製造上の歩留り0を実現）
・放熱しにくい

＊ガスINJ工法のメリット
・熱による変形が少ない、 ・耐圧強度が高い、 ・パイプ板厚の薄肉化が

可能、・異形や細径パイプの成形が可能

ダイキョーニカワー８
加飾テクノリサーチ



バッテリーカバー

SMC(熱硬化性樹脂)プレス工法を用いてアルミ箔とSMCを同時成形する技
術により、電磁波シールド性と耐熱／耐接炎性を合わせ持った多機能で軽
量なバッテリーカバーを開発。

ダイキョーニカワー９
加飾テクノリサーチ



帝人ー４
クラスA 外装部品

加飾テクノリサーチ



ハイブリッド複合材による軽量部品
テールゲートインナー

帝人ー５ 加飾テクノリサーチ



帝人ー６
大型外板、外装グレード、部品

加飾テクノリサーチ



大型外板、外装グレード、部品ー２
帝人ー５ 加飾テクノリサーチ



熱可塑圧縮成形による樹脂ホイールを一発
成形。重量 3,968g（アルミ純正ホイール
より46％減）カーボン繊維複合材料使用

GFRTP製自動車シート部品プロトタイプ
（トヨタ紡織株式会社殿提供）
レクサスLS500 後部座席（VIPシート）に採
用。従来のスチール製から大幅な軽量化を
実現し、金属部品のインサートや、
ブラケットの一体化で組み付け等の工数削
減可能。

RAPIITー１

複合材料部品

加飾テクノリサーチ



ウインドウフイルム

①自動車ウインドウ用遮熱‧抗ウイルス抗菌フィルム
自動車ウインドウ用遮熱フィルムに、抗ウイルス‧抗菌機能を付与したもの
②超耐候 樹脂グレージング用フィルム
自動車窓ガラスの代替樹脂フィルムです。
高い耐候性と透明性を両立したフィルムにて、自動車の軽量化に貢献

リケンテクノスー１ 加飾テクノリサーチ



57

デュポンー２

主要セグメントとマーケット要求



自動車メーカーなど

58

加飾テクノリサーチ



幸せの量産に向けて 2022年トヨタブース
bZ4X
“Mobility for All” 全ての人に移動の自由を
水素社会実現に向けて新型MIRAI
WAVEBASE ～AI×クラウド=新材料開発～
PCE ～データ保全プラットフォーム～

トヨター１

新型MIRAI BEV専用プラットフォーム
（スバルと共同開発）2020年12月、第2世代に進化

加飾テクノリサーチ



日産自動車ブース紹介
ニッサン インテリジェント パワー
ニッサン インテリジェント ドライビング
ニッサン インテリジェント インテグレーション

日産ー１

サクラ
軽自動車のサイズに高性能なバッテリー
を搭載したスマートEV

加飾テクノリサーチ



Powered by Honda
Honda Mobile Power Pack e:
Honda Power Pod e: Prototype
GYRO CANOPY e:
Honda Fuel Cell System
Honda SENSING Elite
Honda SENSING 360
V2PとADAS技術の連携 -歩行者端末への警
報システム-
安全・安心ネットワーク技術
二輪姿勢制御 ライディングアシスト

ホンダー１ 加飾テクノリサーチ



マツダー１

MAZDA CO-PILOT CONCEPT
2030年に向けた技術・商品方針
ラージ商品群技術
2050年カーボンニュートラル化への挑戦

Well-to-Wheelの視点／ライフサイクルアセスメント（LCA）の視点で、世界
各地のエネルギー源・発電形態などを踏まえ、適材適所に対応するマルチソ
リューション戦略を推進。
2030年までに、Well-to-Wheel視点での企業平均CO2排出量において2010年比
50%削減を目指す。
・マルチソリューション戦略による電動化の推進と商品導入

-各国のエネルギー源・発電形態などを踏まえた適材適所の対応
-2025年までに13の電動化モデルを導入

- 2025年から2030年に複数の新型EVモデルを導入
・カーボンニュートラルな燃料

-国や地域に適したエネルギーが利用できるよう、多様なバイオ燃料や合
成燃料などの代替燃料対応技術の研究・開発を推進

加飾テクノリサーチ



旭化成の新コンセプトカー "AKXY2"

3代目のコンセプトモデル"AKXY2"が横浜展示会でデビュー

搭載製品 01 メフ® メフ®の成形前の発泡ビーズをパッキング
搭載製品 02 フュージョン® 再生原料や植物由来原料から作られている
搭載製品 03 Thermylene® SoForm™ 塗装無しでも快適な触り心地
搭載製品 04 AZP™ ガラス同等の低複屈折性
搭載製品 05 NDIR方式CO2センサー 車内を快適な環境に保つことが可能

旭化成ー３
加飾テクノリサーチ



メフ® フュージョン®

Thermylene® SoForm™ AZP™

新コンセプトカー “AKXY2” 搭載部品
旭化成ー４ 加飾テクノリサーチ
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